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アクティブシニアの活躍も応援！

はこだて
「まちのチカラ」サポートデスク

はこだて
「まちのチカラ」サポートデスク

まちのチカラになりたい、

　　　まちのチカラを求めたい、

　　　　　　まちのチカラを応援したい

素敵な出逢い -アクティブシニアの仲間たち -       

　函館ベイエリアで小さな食堂を営んでいる。

「オリエンタルキッチン」と言う。ユニオン

スクエア明治館から当地へ移転して四年に

なる。「まちセン」のスタッフの皆さんに

は大変ご贔屓にしていただいている。有り

難い話である。

　店の BGM は大好きなカントリーミュー

ジックだ。好きな音楽に囲まれて働くのは

心地が良い。店の移転記念に松前のカント

リー兄貴、K 氏から秘蔵の CD を 30 枚も頂

いた。 開店時から閉店まで「♪♪チーチャ

ラ　♪♪チーチャラ .........」だ。毎日

この音楽ではお客様にとってはきっと耳

障りだった思う。

　とある日曜日の午後，ひょっこり来店され、

クラッシックビールを二杯立て続けに飲み

干されて帰られた。次の日曜日、また現れた。

クラッシックを二杯「ぬるい？ジョッキ」で

飲まれ、「カントリーいいですね。楽器やる

んですか？」、「ムックリ横内」さんとの出

逢いである。ブルーグラス、カントリー、

ナターシャセブン、二人の音楽談義が続い

た。「一度、ワークショップに来ませんか？

フィドルの練習も出来ますよ」、私の心の

中では「アイヌの民族音楽はあまり......？」

大変な誤解であった。

　ピカピカのフィドルを持参してワーク

ショップに初参加である。緊張の小学校一

年生だ。なんと、ムックリさんは函館フォー

ク界の大御所であった。ナターシャーセブン

の「107 ソングブック」は全部歌えるという。

恐ろしい人と知り合いになってしまった。

　60 才を過ぎてからの楽器の練習は大変で

ある。しかもフィドルのコーチはいない。

ムックリ氏からお借りしたビデオだけである。

一生懸命やるしかない。

　ブルースハモニカ「まちセン」の E 藤氏、

フラマンとギターは移住者編集者 F 島氏、

ギターテクニックの天才青年 M 口氏、キー

ボードは宝石デザイナーの M 野女史、K 田

さん

「ムックリ横内とその七味」　大番頭
柴田 修平      
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　予想外に寒くて雪が多かった冬がゆき、

陽射しがすっかり春ですね。

はじめまして！ cafe Drip Drop です。

オタジィラさんとバトンタッチして、4月か

ら 1階喫茶コーナーを担当いたします。十

数年にわたり、自家焙煎のコーヒーを販売

してきました。

この、ちょっぴり深煎りの香り高いコーヒー

をメインに、ホッとくつろげるお飲み物や

ひと手間かけた軽食をご提供いたします。

これまで、さまざまなライブや、アースデ

イイベントなどをお手伝いさせていただ

き、まちセンは通いなれた場所です。

　これからここで毎日を過ごせることがう

れしく、どんな出会いが待っているのかと

ワクワクしてきます。

楽しさのアンテナをピンと張って皆さまを

お迎えしたいと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

「はじめまして」 cafe Drip Drop 米田尚子

氏のバンジョー、しんがりには「まちセン」

の人気者 S 田石さんだ。「ムックリ七味」の

始まりである。

　昨年 9月の「バル街」ストリートミュージッ

クでフィドルデビュー、赤恥ものである。

仲間が励ましてくれた。有り難い。12月の「ま

ちセンクリスマス」、なんとか皆についていっ

たが冷や汗が出た。また仲間が励ましてくれ

た。本当に有り難い。

　フィドルの練習のため、チューニングが同

じフラットマンドリンを買った。猛練習だ。

指先が大きなタコになってしまった。タコが

破れて冬の冷たい水が指に痛い。

「ムックリ七味」のごま粒か、けし粒くらいは

目指している。この春に二年生に進級出来る

か心配である。

　「♪♪おいでよ僕のベットに .....」「♪♪

古いコートは捨てて僕の胸でおやすみ .....」

「♪♪別れーのときがきたー .....」何とも怪

しいシニアたちである。しかも昼間から大音

響でのワークショップである。やさしい「七

味」の仲間と「まちセン」スタッフにはいつ

も感謝している。理解のあるセンター長には

頭があがらない。

　いつでも「ムックリ七味」の仲間たちは胸

を張って自慢したい。横内氏との出会いを

作ってくれた「秘蔵の CD30 枚」のカントリー

兄貴は、１月６日、肺がんで天国に召された。

「今度落ち着いたら一緒にコンサートやろう

ね。昔の仲間も呼んで ..........」我々の口

癖だった。松前の 工藤洋万さんに心から感

謝を申し上げる。

　「♪音を楽しむ♪」まさに音楽である。今

の自分にとって最高である。さぁ、アクティ

ブシニアたちは今日も行進だ。

　

まちセン３階にて「はこだて『まちのチカラ』サポートデスク」を開設しています。
窓口は、年中無休　9：00 ～ 17：00　地域のチカラを求めています。

http://www.hakomachi.net
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